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今月号のトピックス
・夏期講習のお知らせ
・保護者面談のお願い
・受験生の週間テスト開始
・その他

７月２９日～８月２９日までは中学生の夏期
講習期間となります。

中3生の過ごし方について
＜通常講習日＞
・10：00～18：30までの間で勉強。（授業がなくても全員朝
10時には席について勉強を開始する。）
・昼休憩は13：10～14：10でとる。
・17：30～18：30でその日の授業の課題の続きをしてもらい
ます。18時30分に終了となりますが、それ以降も希望される
方は塾に残って学習することも可能です。

中3生はお昼を塾でとってもらうことができますが、以下の感
染症対策にご協力ください。
・食事の際の席は指定席となります。
・食事前には必ず、手指を消毒してください。
・食事中の会話は禁止とさせていただきます。会話は食事が
終わってからマスクをつけてするようにしてください。

＜演習日＞
8月6日、8月20日、8月27日
・12：00～18：00（休憩なし）
・終わっていない課題・再テストを行います。
・課題や再テストがなくても中3生は勉強をしてもらいます。

夏期講習のお知らせ

その他
・中3生は入試・北辰テストに向けた勉強を行います。
・中1生、中2生は二学期の予習範囲を勧めますので、原則全員参
加をお願いいたします。講習未参加の場合、講習内容に関しては
補習をすることができません。
・夏期講習中は中学生の通常授業はありません。
・夏期講習中は小学生は特別講座になります。詳しくは別紙にて
ご確認ください。
・『講習受講科目登録書』を7月19日までにご提出ください。
・あらかじめ欠席が分かっている場合には、早めにご連絡くださ
い。振替の補習を行います。

保護者面談のお願い

7月4日（月）から7月25日（月）までの間で、中学生の保護者様
を対象として保護者面談を実施せていただきます。希望制になり
ますので、ご面談をご希望の場合は『保護者面談実施について』
を7月1日（金）までにご記入の上、教室にご提出ください。日程
調整後、お子様に保護者面談の日時をお手紙でお伝えいたします。

受験生の週間テスト開始！

7月4日（月）から受験勉強開始します。中3生は平日は毎日塾で3
時間半の学習（授業を含め）を行ってもらいます。また、以下の
曜日で週間テストを行ってまいります。
＜週間テストの実施曜日＞
★水曜日18：30～数学、国語のテスト
★金曜日18：30～英語、社会、理科のテスト
五教科セット受講生を除き、週間テスト費1,100円が追加になりますのでご了承ください。

同封の『夏の小学生体験教室小6対象』に関して
今月のお便りの同封物として『夏の小学生体験教室 小6対象』

を入れさせていただきました。
『夏の小学生体験教室 小6対象』につきましては、塾生の場合

は学年問わず受講料なしで参加いただくことができます。8月は小
学生の正規の授業がございませんので、ご都合が宜しければ是非ご
参加いただければと思います。また、お知り合いで山口学習塾を
ご検討されている方がいらっしゃいましたらお声がけいただけれ
ば幸いです。



２つのお願い
突然ですがみなさん、タイムパラドックスという言葉をご存じでしょうか。これ

はタイムマシンで過去に行きその時代の出来事を変えたことによって、もともと自
分が暮らしていた時代に矛盾が生じてしまうことを指します。たとえば、どうにか
してタイムマシンを開発したわたしが、昔の大事件（壬申の乱とか本能寺の変とか、
太平洋戦争とか）を過去に戻って一所懸命に食い止めたとします。すると歴史は大
きく変革し、起こるはずの出来事が起こらなくなってしまいます。父も母も出会わ
ず、わたしも生まれないかもしれません。わたしが生まれないとなると、過去に
行って大事件を阻止した「わたし」の存在もつじつまが合わなってしまう。これが
タイムパラドックスです。
タイムパラドックスが起こると世界はどうなるのでしょうか。実際にタイムマシ

ンに乗って試したわけではないので想像するしかないのですが、きっと歴史の流れ
がひん曲がったり、世界が著しく変貌したりして、散々な結果を生むことでしょう。
もしタイムマシンなんてものが発明されてそれを利用する機会があったなら、歴史
を大きく変革しないことだけには気を付けてくださいね。

上田誠 原案・森見登美彦 著『四畳半タイムマシンブルース』はタイムマシンで時
間を大きく飛び越えるわけでもなく、はたまた世界を改変するでもなく、昨日の日
にジャンプしてコーラに沈んでダメになったクーラーのエアコンを救済しようとす
る大学生たちの物語です。タイムマシンの使い方としては、しょうもないですね。
しかしそんなささいなおこないから世界は存亡の危機におちいります。なんてこと
をしてくれるんでしょう。
個人的に「過去に戻ってやり直したい」という願いには二つの方向性があると思

います。一つは「失敗をなかったことにしたい」という方向。これはたとえば、あ
のときの喧嘩をなかったことにしたいとか、このときのミスを帳消しにしたいとか、
明確な問題点があって、それをどうにかしようと努力する方向性の、いわばマイナ
スをゼロにしようとする過去改変だと言えるでしょう。
もう一つの方向性はその逆で、「あのときはなにもしなかったけど、昔に戻って

行動を起こしたい」という願望です。こちらはなにか明確な問題が過去に生じたわ
けではなく、むしろ今まで歩んできた人生にこれと言って面白い出来事がなにもな
かったがためにやり直したいという願いです。ゼロだった人生をプラスに、そんな
動機の改変だと言えます。
『四畳半タイムマシンブルース』のタイムスリップはコーラで壊れたクーラーのリ
モコンをどうにかしようとするタイムスリップですが、行動を起こせなかったこと
を悔やんで、昨日を変えようとする努力もあります。”今日がダメなら明日がある。
明日がダメなら明後日がある。明後日がダメなら明明後日がある。”といったフレー
ズが作中内にあるのですが、当然ながらそんな悠長な考えには限界があり、今日は
昨日に変わっていき、夏も終われば輝かしき大学生活もいずれ終わり、延々と続く
ように思われる人生ですらいつか終わりを迎えます。そう考えるとやはり、今とい
うのはかなり尊い瞬間です。何かを変えるなら、その時しかないんですね。
果たして、四畳半に住む大学生たちはクーラーを直して有意義な夏をおくれるの

か、そして世界の行方はどうなるのか。くだらなくも滑稽で、しかし賑やかで美し
い夏の物語です。『四畳半タイムマシンブルース』、ぜひお手に取ってみてはいか
がでしょうか。今度アニメ映画化もされるそうなので、よかったらそちらにも触れ
てみてはどうでしょうか。(大崎)

上田誠原案・森見登美彦著『四畳半タイムマシンブルース』

いよいよ中学３年生は、７月４日(月)から受験勉強が始まります。ここ
から毎日塾に来て３時間半以上の学習をしていくことになりますが、今年
の受験生には２つお願いがあります。
1つめは必ず最後まで挑戦を続けてください。志望校合格に向かって最後

まで挑戦を続けてください。これから先、北辰テストで厳しい判定が何度
も出るでしょう。中学生の頃の私やサポーターの大崎くんのように担任の
先生との面談で「合格は難しい。」そう言われる生徒もいるかもしれませ
ん。それでも諦めずに挑戦を続けてください。北辰テストの結果も、先生
からの言葉も合格するための力に変えて挑戦し続けてください。そうやっ
て山口学習塾では、今までたくさんの生徒が志望校合格を勝ち取ってきま
した。ここから先、半年以上もの長い受験勉強の間には、本当にいろんな
ことがあると思います。勉強しているのになかなか成績が上がらなかった
り、北辰テストで思うような結果が出なくて落ち込んだり、入試模擬テス
トで合格判定がなかなか出なくて悩んだりする人もいると思います。それ
でも挫けることなく挑み続けてください。
そして２つめは一日も早く必死になってください。今まで志望校合格に

挑戦しつづけた生徒の中にも残念ながら合格に手が届かなかった生徒もい
ます。毎年、そういった生徒の報告を聞くたびに、私は合格するためには
何が足りなかったのか、どうすれば合格できていたのかを考えています。
そして私が思うのは、あと１か月早く必死になっていれば、もしかしたら
結果は変わっていたのではないかということです。毎年、受験生は本当に
必死になった瞬間に、目の前のプリント、テスト、教科書に集中し、「一
つ残さず覚えよう」「絶対に合格してやろう」という気迫が伝わってきま
す。そして必死になった生徒は合格するために自らの意志で我々が決めた
時間より長く学習するようになります。３時間半というのはあくまで我々
が決めた時間です。受験生ならば毎日このくらいの時間は勉強して欲しい
という目安の時間です。合格するために必要な時間は人によって違います。
今年の受験生には一日も早く必死になって、我々の決めた時間を気にせず
に学習してくれるようになることを願います。
最後になりますが、もし成績のことで落ち込んだり、志望校のことで悩

んだりした場合には遠慮せずに、私や塾長の山口、講師の矢田、サポー
ターの先輩達に相談してください。ここから先、我々は全員で志望校合格
を目指すチームです。落ち込む時間や、悩む時間も必要だとは思いますが、
入試までの時間は限られています。なるべく早く気持ちを切り替えるよう
にして志望校合格に突き進んで欲しいと思います。

(樋口)


